
 

 

 

開催日時 平成２０年３月２６日（水） １４時００分～１６時１０分 

開催場所 渋谷区勤労福祉会館 第一洋室  

    

    

  

 

 

 平成２０年３月２６日（水）の１４時００分から、渋谷区勤労福祉会館第一洋室におい

て第Ⅲ期第４回渋谷川・古川流域連絡会を開催しました。都民委員７名、行政委員７名が

出席し、「渋谷川・古川流域の下水道について」、河川整備計画等の議題に対して意見交換

を行いました。 
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■平成１９年度流域連絡会の議事報告 

 第３回の流域連絡会について、事務局より報告がありました。 

 

■渋谷川・古川流域の下水道について 

 渋谷川・古川流域の下水道について、下水道局計画調整部より説明がありました。合流

式下水道についての説明、渋谷川・古川の水質を向上させるための対策、渋谷川・古川流

域の浸水対策等の説明がありました。 

 

 

（都民委員）下水道の管渠内の清掃の状況を、一般の人に広める努力をされてはいかがで

しょうか。市民の意識改革につながると思います。それから、渋谷駅周辺、渋谷駅西口、

地下街対策ということで先般完成した３つの地下貯留池が、どのくらいの雨量まで対応で

きるのか、ご説明いただけませんでしょうか。 

（下水道局）設定上の考え方につきましては、５０ミリの雨量で設計しております。 

 

■河川整備計画等について 

 河川整備計画等について、河川部計画課より説明がありました。河川整備計画について

のこれまでの経緯や今後の予定について説明がありました。 

 

 

（都民委員）学識経験者の意見を踏まえて意見照会するという話は、本来は河川部長が出

てきて話をすべきところです。責任を持てない人が言って、学識経験者の名前も言えない

というのではおかしい。この流域連絡会は、東京都の位置付けとしてどういう場なのです

か。 

（事務局）この流域連絡会は、河川整備計画をつくるためだけとかではなくて、渋谷川・

古川について意見交換をし、都民と行政が、相互に理解を深め、良好なパートナーシップ

をつくっていく場であると考えています。 

（都民委員）河川整備基本方針についても、私達には見せていただいておりません。地下

調節池についても、前回初めて出てきた話です。いろいろな人が議論してそれに対する回

答もなく、専門家で議論して手続きに乗せるというのはおかしいと思います。 

（事務局）地下調節池については、具体的な計画が定まっていなかったので公表しており

ませんでした。しかし、この地下調節池を進めて行くということについては、１８年１２

月に東京都の予算原案の中で大規模プロジェクトの一つとして公表しております。また、

そのことについては、１２月の連絡会でお話しております。 

（都民委員）平成９年の河川法改正以降は、計画をつくる過程そのものに関係住民が参画

する形になり、そのためのシステムとしてこの流域連絡会が機能するものと理解していま

した。そのシステムを適応し、コンクリート三面張りでなくなるならば私は何も言いませ

ん。そのために、河川下のトンネルと併せた治水対策を検討して下さいという話をしたは
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ずです。 

（事務局）古川については、元々「土」の自然河床となっています。地下調節池の整備に

より、現況の護岸の前面に新しい護岸を整備することが出来ますが、その際、河床はその

まま堀り下げるだけなので、「土」のままの自然河床になる予定です。 

（都民委員）でも結局、渋谷川のコンクリート三面張りの巨大などぶ川はそのまま残すと

いうことですか。 

（副座長）渋谷川は、コンクリート三面張りですが、川と背後地の間に少し余裕があるの

でその空間で何か出来ることをやっていこうと考えています。 

（都民委員）こういう議論で大事なことは、１００年後の人口がどうなっていくかを考え

ること、これまでどのような議論がなされたかをきちんと説明した上で物事を進めていく

ことだと思う。そのような進め方でこの流域連絡会が成り立っていると受け止めていまし

たが、全くそうではないようで、おかしいと思います。 

（事務局）前回の議論に対する答えを持って来なかったのは失礼ですが、私達としては流

域連絡会の中で十分議論し積み上げてきたものも含め、河川整備計画をつくってきたつも

りでございます。 

（都民委員）３月２８日の専門家委員会では、この流域連絡会からはどのような意見を報

告するつもりですか。 

（事務局）１月に実施したパブリックコメント対する河川管理者の答えを用意して、先生

方の意見を聞く予定です。 

（副座長）次回の連絡会の日程についてはいかがですか。 

（事務局）日付は未定ですが、おそらく秋以降になると思います。もう一度募集をかけて、

新規スタートしたいと考えています。 


